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平成 29 年度文部科学省委託事業「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

外国人介護人材を対象とする「介護実務日本語力」学び直し講座の実施モデル構築事業 

 

介護福祉士養成校対象アンケート調査 

 

１ 貴校の介護福祉士養成課程について、お伺いします。 

 

（問１）学校種別をお選びください。 

（１） 大学  （２） 短期大学・短期大学部  （３） 専門学校   

（４） その他（             ） 

 

（問２）貴校の所在地（都道府県）をお答えください。  （           ） 

 

（問３）昨年度の介護職としての就職率をお答えください。 （      ）％ 

 

（問４）実務者研修など、社会人（未経験者を含む）を対象とする教育訓練の実施について、 

あてはまるものをお選びください。 

 （１） 現在、実施している。 

  （２） かつて実施していたが、現在は実施していない。 

 （３） 実施を検討または計画している。 

 （４） 実施する予定はない。 

 （５） その他（                                  ） 

 

（問５）上の問４で（１）または（２）とお答えになった学校にお伺いします。その実施形態に 

ついて、あてはまるものをお選びください。 

 （１） 通学  （２）通信  （３） eラーニング   

（４） その他 
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２ 留学生の受入れについて、お伺いします。 

（問６）昨年度および今年度に留学生を受入れましたか。 

 （１） 受入れた。  （２） 受入れなかった。 

   ↓ 

 何名の留学生を受入れましたか。出身国別に人数をお答えください。 

昨年度（H２８） 今年度（H２９） 

出身国 受入れ人数 出身国 受入れ人数 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

（問７）入管法改正によって「介護」が在留資格に追加となり、今後は外国人が介護福祉士とし 

    て介護施設で就労可能となります。これによる、貴校の留学生の受入れに関する方針等 

の変化について、あてはまるものをお選びください。 

 （１） 積極的に留学生を増やすこととした。 

 （２） 積極的ではないが、これまでよりも留学生の受入れを増やすこととした。 

 （３） 当面、他校の動きを見るなどして見直しを行う。 

 （４） 方針等に大きな変化はなく、これまでと同じように受入れる。 

 （５） これまで留学生の受入れはなく、今後も予定はない。 

（６） その他 
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３ 留学生の受入れ実績のある学校（予定も含む）にお伺いします。 

 

（問８）留学生の募集方法・体制について、あてはまるものをすべてお選びください。 

 （１） 国内の日本語学校と提携・連携して募集。 

 （２） 現地（国外）の日本語学校と提携・連携して募集。 

 （３） 学内に設置している日本語課程からの受入れ。 

 （４） 国内の留学斡旋会社（エージェント）との連携。 

 （５） 現地（国外）の留学斡旋会社（エージェント）との連携。 

 （６） 特に留学生向けの募集体制はとっていない。 

 （７） その他（                                   ） 

 

（問９）入学を希望する留学生に求める最低限の日本語能力のレベルについて、あてはまるもの

をお選びください。 

 （１） 日本語能力試験 N１  （２） 日本語能力試験 N２  （３） 日本語能力試験 N３ 

 （４） 日本語能力試験 N４  （５） その他（                   ） 

 

（問 10）養成課程在学中に、留学生に身につけて欲しい日本の生活・文化・習慣について、 

あてはまるものをお選びください。 
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介護実務に対応した語彙力（話す・聞く） ５ ４ ３ ２ １ 

介護記録等に係る日本語文章力（読み・書き） ５ ４ ３ ２ １ 

利用者や家族とのコミュニケーションスキル ５ ４ ３ ２ １ 

他の介護スタッフ等とのコミュニケーションスキル ５ ４ ３ ２ １ 

日本式接遇の理解と実践 ５ ４ ３ ２ １ 

日本の文化・生活・習慣の理解 ５ ４ ３ ２ １ 

日本の介護事情・高齢者への理解 ５ ４ ３ ２ １ 
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（問 11）留学生を対象とする独自の教育を実施していますか。 

 （１） 現在、実施している。 

 （２） 今後、実施する予定・計画がある。 

 （３） 現在、実施していないが実施を検討する予定がある。 

 （４） 現在、実施しておらず当面、実施する予定もない。 

 （５） その他（                   ） 

 

（問 12）上の問で（１）または（２）とお答えになった学校にお伺いします。 

  （問－１）実施または実施予定の独自の教育について、お答えください。 

テーマ・内容 

（例）日本語の日常会話 

 

 

時間数・期間等 

（例）１年前期１コマ/週 

 

 

   

（問－２）独自の教育実施にあたって、どのような課題がありましたか。 

    

  

 

 

（問 13）留学生の学習・生活全般のサポート体制について、あてはまるものをすべてお選び 

ください（予定・計画を含む）。 

 （１） 留学生専門の部門を設置している。 

 （２） 専任教員・職員を配置している。 

 （３） クラス担任を配置している。 

 （４） 寮を完備している。 

 （５） 寮監を配置している。 

（６） 特別なサポート体制は設けていない（設ける予定がない）。 

 （７） その他 
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（問 14）留学生の就職について、どのようなことが課題とお考えですか。 

      望ましい就職支援体制等についてお答えください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

学校名 
 

住所 
 

担当者 
 

所属・役職 
 

電話 
 

メール 
 

 

以上で，アンケートは終了です。御協力ありがとうございました。 

 


